
4946 ママチャリ日本縦断の旅：門司港・林芙美子記念室 147 
 

終点・⾨司港駅の時計を⾒ると、午前 11 時。地理の確認。 

港湾⾵景もいいが、⾨司港で、⾒ておきたいものは何か。喫茶店「放浪記」が、⽬に付いた。 

コーヒーブレーク。情報誌、新聞や雑誌にも、斜め読みだが、⽬を通しておきたい。 

 

 

 

 

 

   

 



「放浪記」「浮雲」を書いた林芙美⼦、記念館で検索すると、 

東京都新宿区にある博物館が出てくる。林芙美⼦は、⼩説家で、⼭⼝県⽣まれ。 

複雑な⽣い⽴ち、様々な職業を経験した後、「放浪記」が、ベストセラーになり、詩集や 

⾃伝的⼩説、その後、客観⼩説に転じたとある。 

⼥優・森光子さんが演じた舞台が、印象に残っている。 

 

 

   
 

 

 

 

 
 


